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ご挨拶

東京大学先端科学技術研究センター特任准教授
特定非営利活動法人日本医療政策機構 副代表理事

近藤 正晃ジェームス

日本の新たな医療政策を組み立てる人材が求められています。

国民の医療政策に対する関心は高く、あらゆる生活領域の中で医療分野に対する関
心が最も高いという調査結果が出ています。その一方で、国民の実に9割以上が現行

の医療制度に不安を抱えているとも報告されています。この国民の期待と不安に応
え、医療政策の改善と改革に取り組める人材が求められているのです。

医療政策人材の育成が難しいのは、医学と政策の双方に通じることが求められてい
るからです。法学や経済学を学んだ人が医学部に入り直すことは日本では稀です。
一方で、医学を学んだ人で、政策の世界に入る人も現時点では限られています。

今回の医療政策クラークシップは、こうした医療政策人材を育成するための一つの
試みです。このような機会を通じて、医学生が政策に対する理解と興味を高め、ま
た政策当事者が医学生へ門戸を開くきっかけになれば幸いです。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

このクラークシップは、中央省庁、メディア、大学、医師の皆様のご理解と多大な
るご尽力で実現することができました。皆様に厚く御礼申し上げます。今回のク
ラークシップ参加者の中から、将来の日本の医療政策を担う人材が誕生することを
願ってやみません。



テーマ ： たばこ政策の現状を把握し、改善のための医療政策を立案する。
内容 ： 医療政策の各ステークホルダーからのヒアリングを実施し、その立場ごとの

多様な視点を学ぶ。実際に禁煙、分煙に関する活動を行う諸団体からのヒア
リングをもとに、たばこ政策を立案し、医療政策関係者の前で発表する。

プログラム概要

3/16（月） オリエンテーション、たばこ政策の概論、医療政策概論、医療政策と政治、
患者会活動ほか、キャリアナイト

3/17（火） 研修「問題解決手法・ロジカルシンキング」
（McKinsey & Company, Inc. Japan）、省庁ヒアリング（経済産業省、
財務省）、キャリアナイト

3/18（水） レクチャー（日本経済新聞社）
ヒアリング（ファイザー株式会社、万有製薬株式会社）
レセプション

3/19（木） 研修「インタビュースキル・プレゼンテーションスキル」
レクチャー（朝日新聞社）、省庁ヒアリング（厚生労働省）

3/20（金） 自主学習・ヒアリング準備

3/21（土） ヒアリング（株式会社ロイヤルパークホテル）
レクチャー（神奈川会議）

3/23（月） ヒアリング（日本医師会、フィリップモリスジャパン株式会社、
禁煙スタイル、禁煙外来、バーリベロ）

3/24（火） ヒアリング（小宮山洋子議員、東日本旅客鉄道株式会社、
株式会社スターバックスコーヒー、山梨まんまくらぶ）
レクチャー（国立がんセンター）

3/25（火） ヒアリング（石井みどり議員）
～26（木） 政策提言作成・報告会準備

3/27（金） 報告会・修了式
プレスリリース「最優秀提言を石井みどり参議院議員に提出」

（訪問順、敬称略）

スケジュール

企画運営
東京大学医療政策人材養成講座
堀見洋継

特定非営利活動法人日本医療政策機構
黒川清、近藤 正晃ジェームス、埴岡 健一、小野崎 耕平、
嶋田華子、遠藤 綾子



秋山 俊浩 バーリベロ

有村朊子 ファイザー株式会社

飯田 修久 フィリップモリスジャパン株式会社

石井 みどり 参議院議員

伊藤 憲祐 （認定）NPO法人 SHARE

岩崎 拓哉 禁煙スタイル

内田 健夫 日本医師会

エリザベス・J・コブス 万有製薬株式会社

遠藤 拓郎 McKinsey & Company, Inc. Japan / NPO法人 臨床+α

太田 充 財務省

岡本 峰子 朝日新聞東京本社

鹿毛 秀宣 東京大学医学部附属病院呼吸器内科

北川 洋 東京大学医学部附属病院呼吸器内科

郷間直子 フィリップモリスジャパン株式会社

後藤忠寛 フィリップモリスジャパン株式会社

小宮山洋子 衆議院議員

坂 佳果 スターバックスコーヒー株式会社

笹林幹生 万有製薬株式会社

田中輝一 株式会社ロイヤルパークホテル

玉田寛 ファイザー株式会社

照屋 華子 コミュニケーションスペシャリスト

友野賀世 朝日新聞東京本社

内藤 麗 万有製薬株式会社

中山 脩郎 禁煙・分煙を促進する神奈川会議

平子 哲夫 厚生労働省

前村 聡 日本経済新聞社

松田 明広 経済産業省

武藤真祐 NPO法人ヘルスケアリーダーシップ研究会

望月 友美子 国立がんセンター

山崎 繭加 ハーバード・ビジネス・スクール日本リサーチ・センター

山下 節子 ファイザー株式会社

横山 由加子 McKinsey & Company, Inc. Japan 

若尾 直子 山梨まんまくらぶ

東日本旅客鉄道株式会社

（50音順 敬称略）

ご協力頂いた皆様



東大病院における
講義風景

万有製薬株式会社
ヒアリング

グループワーク



国会見学

資生堂ヒアリング

国会議員面会

記念撮影
（国会議事堂前にて）

小宮山洋子衆議院
議員ヒアリング

ファイザー株式会社
ヒアリング



報告会

報告会

報告会

最優秀提言を

石井みどり参議院議員
に提出

■「理解」から「行動」へ：つなげるためのたばこ対策
■ 若年者に対する参加型たばこ教育実施策：～孫が出来る頃、禁煙国家に変わる～*
■ 新“たばこ”医療保険
■「医師が取り組む禁煙活動」
■ 声を集める。社会を変える。：スモーク・フリーな社会を目指して*

*最優秀賞

学生による医療政策提言



医療政策クラークシップを終えて

東京大学医学部6年 伊藤琢磨

私は医療政策クラークシップに参加することで普段の病院実習では決して学ぶことので
きない重要な価値観や考え方を身につけることができました。その全てを説明するには
あまりに私の文章力と紙面が足りませんのでここではその一端をご紹介したいと思いま
す。

―真のチームとは如何なるものか？

クラークシップの概要は、全国から集まった20人の医学生が4人ずつの5チームに編成さ

れ、各チームでタバコに関する医療政策を立案・発表するというもので、どの班も最優
秀賞を獲得すべくモチベーションを高く保って2週間の実習に精力的に取り組んでいま

した。僕がその過程で初めて経験したのは「お互いが納得するまで論議を続ける」とい
う当たり前のようで今まで実践することができていなかったプロセスでした。4人も集

まれば、タバコに関する考えも時間の使い方もパワーポイントの作り方も、何もかも違
います。それをお互いの中間点で妥協するのではなく何が最良なのかを全員納得できる
までとことん突き詰めるということは、一見すると面倒でまどろっこしいようですが万
人に受け入れられる発表をするためには必要不可欠なプロセスであり、今まで自分が
持っていた価値観や考え方を見つめ直すこともできました。真のチームとは、目標のた
めにお互い譲り合って合意を作っていくのではなく、目標のためならば相手の不可侵な
領域にまで踏み込んで論議してお互いを高めあっていくものである、ということを体感
しました。文字通りパワーポイントの「一字一句」にまでこだわって討議したことは忘
れられませんし、結果的に我がＢ班が最優秀賞を獲得することができたということはな
お忘れ難い思い出です。

―自分が動かなければ何も起こらない

今まで医療・政治に関わることについて「こうなって欲しい」と思うことはたくさんあ
りました。しかし、ただ思っているだけで実際に何か行動に移すわけでもなく、何か
“理想の日本像”を考えることで自己満足に浸っていた部分があったと思います。医療
政策クラークシップではタバコに関して活動を行っている様々な方にお会いすることが
でき、その過程でそれまでの自分の無関心について顧みて恥じることもありました。政
治が悪いと思うなら自分が政治家になろうと努力すべきであり、まもなく医療が崩壊す
ると考えるならそれを食い止めるために自ら動くべきである、ということを今となって
強く感じています。

最後になりましたが。今回のクラークシップを支えて下さった日本医療政策機構のス
タッフの皆様、インタビューやヒアリングに関わって下さった皆様、そして2週間を共

に過ごした戦友に心から感謝の意を表してこの文章の締めくくりとさせて頂きます。本
当にありがとうございました。



修了者一覧

氏名 大学 学年

安藤 智美 東海大学 3

石倉 久年 東京大学 5

伊藤 琢磨 東京大学 5

伊藤 麻美子 産業医科大学 4

井上 堯文 東京大学 5

小野 博也 順天堂大学 3

杉浦 可桜 高知大学 5

田崎 邦治 筑波大学 5

津田 健司 北海道大学 5

豊福 悦史 東京大学 5

中神 由香子 京都大学 5

西村 恒彰 北海道大学 4

平池 勇雄 東京大学 5

舟越 優 群馬大学 4

堀内 正夫 北海道大学 4

的場 優介 慶応義塾大学 4

山崎 一毅 東京大学 5

弓倉 里英 東邦大学 4

吉野 雄大 慶応義塾大学 4

（敬称略 50音順）
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